






































































































































~a . CO~ ~~ 
YV* 

















Y~ Q)~~:t __~+~ao~ 
oco~sN* 
~~~ 







R SYY~GO 2~~ ~Ytt c02R2 
o ~f NN o NH 
a~ e~ o ~s' 
~
 ~b ) 
o JlR i( 




a~~ ~i~~~ ~Et-+~ 
M~Noco ~M (Hs) 
: (lS ) 
(~:~ ? 






N c~~5~t~ ) 
(Lz) 
oR ' 





















l~~ ~ ~oNNC02Vie 















 ~ C!O~~ ~~ ~-･.-" ~~~~~ ~~~ '~~~ ~ ~:~) 
Ck~O ~:jlr~~}~~ Y ~~~~ , C!~~~:~ Y ~~i~ ~~ o*~~~ ~" .;~~ ~ ~ . ~ . Y L ~~* ~~ f ~* ~~~ 
~ ~~~~f ~~  * ,~---C~~*~~ ~ 
~. ~_ 
o~~*~_ 
"'~3= ;~~~f~~ ~~ 
 O~~~:t~COs~e ~r:~:/4~~~C ~t~e~~'･_0~~~~ ~ri'~ ~_- ~~~j~~ ~-~" :~ ~ Y~/ ~~~~ ~~ e] ~~~ 
~ (~ ~~~~ * 
~~~~ ~ l- ~ ~:,*~r~v 
Qc~~~~~~~ ~~@l~ .~(~J~~/f -C~~~~~~~, ~~ " ~~~~:~~~~~~' ~~;:~~) c~ ~~~~ ~ ~(prf (~ti~ ~~i~o .. ~~n~ ~f~ ** ' ~~ ~"' ~'~ ~~ o~ ~~~~ ~ C~:~~ 





~~C&~~ ' ~~~~~: O~ _.~~~: Ci02~ ~e ;~s~~YY~~~~ ;d'~~~J~ ~.. ~{ ~'~ ~ ~,~ ' ~~r* ~ ~~ ~~.'~~ 
 ･~i-~~= ~~'_ ~'~"'~~, - Cp~ e~t~~ o;/e ~~~~ ~:~ 
~(~ 
~li~t* ;~ ~ 
~~:~~ 
); co~k~ 
~ - L~~~~ '*e. 
~~~ ~ 
~ ~ d;~(~~~~eo 
~~~~(~~ ~~e --~~~ 
~b_ 
~ CQ~ ~~  )･~1(~ 
~'~~~~ 
~ ~~*~I ~, +
 
~~~*~~~~ ~ 




- $J'r L' 
 _.艦■
 論文審査の結果の要旨
 有機合成化学における現在の最重要課題の一つは鎖状化合物の反応における立体制御の問題
 である。本論文はα,β一不飽和エステルのγあるいはδ位に存在するカルバモイルオキシ基
 の二重結合への共役付加反応における立体制御(1,2一および1,3一不斉誘起)の問題を
 取扱っている。著者はこの反応をたくみに制御することによってβ一アミノヒドロキシカルボ
 ニル化合物を高選択的に合成する一般法を開発し,種々の抗生物質の構成成分である2,3,
 6一トリデオキシー3一アミノヘキソース類の合成を行った。
 本論文に於て著者はまず第一章で自然界に存在するβ一アミノカルボニル化合物を概観し,
 その化学と現在までに種々試みられた合成例を紹介した後,第二章に於てモデル化合物を用い
 て上記の共役付加反応が!,2-syn体,1,3-syn体を優先的に生成することを見出し,その
 選択性を立体効果を用いて説明した。次にδ一カルバモイルオキシ化合物に於けるγ位の酸素
 官能基の影響を精査しγ位の置換基によって選択性が逆転すること,その立体選択性は立体効
 果のほかに,静電的相互作用と軌道間相互作用(アンチペリプラナー効果)に大きく依存する
 ことを見出した。これらの3つの効果を組合わせることによってアコサミン,リストサミン,
 ダウノサミン,エピダウノサミンのラセミ体を合成した。またこの反応はエステルに共役した
 三重結合にもおこるが,1,4一不斉誘起は起こらないことを知った。
 第三章では,これらの新知見をもとに,光学活性なアミノ糖の合成を行った。Z型オレフィン
 がE型より選択性が高いことを合理的に解釈し反応を予測した後,乳酸エチルから光学活性な
 Z型のジヒドロキシヘキセン酸エステル2種の合成法を確立し、そのカルバメートの1,2一お
 よび1,3一不斉誘起を利用して光学的に純粋なダウノサミン,アコサミン,リストサミンを
 合成した。しかし,3一メチル体からの閉環反応の選択性は低かった。
 第四章ではこのi,2一不斉誘起をγ一アミノ化合物に拡張し,ウイレドを経由して高選択的
 にジアミノ化合物を合成した。
 以上本論文はカノレバメートの1,2一および1,3一不斉誘起によるアミノヒドロキシ化合
 物の合成法を確立し,これを用いてアミノ糖類を合成し,その有用性を示したものであって,
 その成果は鎖状化合物の不斉誘起に大きく貢献すると共に,著者が自立して研究活動を行うに
 必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 よって重本建生提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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